
理 論 編
１　学校における安全教育と安全教育プログラム

学校安全の構造1
　学校安全は、「安全教育」と「安
全管理」、そして両者の活動を円滑
に進めるための「組織活動」の三つ
の主要な活動から構成されている。
　これらの活動を、組織的・計画的
に行うために、学校保健安全法第27
条により学校安全計画を策定し、実
施することが義務付けられている。

※	文部科学省では「安全教育」を「安全学習」、「安全指導」と分けず、一本化して
いるが、東京都教育委員会はこれまで「安全学習」と「安全指導」を両輪として
内容の充実を図ってきた経緯等を踏まえ、引き続き、このとおり分類する。

（P.16　「５　安全教育の確実な実施のために」参照）

〈学校保健安全法　第 27条　学校安全計画の策定等〉
　「学校においては、児童生徒等の安全の確保を図るため、当該学校の施設及び設備の安全点
検、児童生徒等に対する通学を含めた学校生活その他の日常生活における安全に関する指導、
職員の研修その他学校における安全に関する事項について計画を策定し、これを実施しなけ
ればならない。」

安全教育
安全学習 安全指導

教科等における安全学習 日常的な安全指導
（朝・帰りの会、給食の時間等）

定期的な安全指導
（避難訓練、交通安全教室等）

　安全に関する基礎的・基本的事項を理
解し、思考力・判断力を高めることで、
安全について適切な意思決定ができるよ
うにすることをねらいとする。

　当面している、あるいは近い将来当面するであろう安全に関
する問題を中心に取り上げ、安全の保持・増進に関するより実
践的な能力や態度、さらには望ましい習慣の形成を目指すこと
をねらいとする。

学校安全

安全教育

安全管理
対人管理

対物管理

組織活動

安全学習

心身の安全管理
安全指導

生活や行動の安全管理
学校環境の安全管理

教職員の組織、協力体制の確立
家庭との連携
地域の関係機関・団体との連携及び学校間の連携
学校安全委員会

（1）安全教育
　安全教育は、「安全学習」と「安全指導」の二つの側面があり、相互の関連を図りながら、
計画的、継続的に行われる。

（２）安全管理
　安全管理は、事故の要因となる学校環境や児童・生徒等の学校生活等に
おける行動の危険を早期に発見し、それらの危険を速やかに除去するとと
もに、万が一、事件・事故・災害が発生した場合には、適切な応急処置や安全
措置ができるような体制を確立して、児童・生徒等の安全の確保を図るこ
とを目指して行われるものである。
　安全管理は、児童・生徒等の心身状態の管理及び様々な生活や行動の管理からなる対人管
理と学校の環境管理である対物管理から構成される。安全管理は、教職員が中心となって行
われるものであるが、安全に配慮しつつ、児童・生徒等が危険な状況を知らせたり簡単な安
全点検に関わったりするなど、児童・生徒等に関与、参画させることは安全教育の視点から
も重要である。

（３）組織活動
　安全教育と安全管理を効果的に進めるためには、学校の教職員の研修、
教職員の協力体制や家庭及び地域社会への連携を深めながら、「組織活動」
を円滑に進めることが重要である。
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「安全教育プログラム」の意義と特徴　　　　　　　2
　　　

　「安全教育プログラム」は、都内全ての児童・生徒等が、生涯にわたって
自身の安全を守るとともに他者や社会の安全に貢献できることを目指し、都
内全ての公立学校が推進すべき安全教育の基本的指導事項、指導内容、指導
方法等を示した指導資料である。

（１）「安全教育プログラム」の意義
　かつて、各学校においては、「安全教育」の範囲が多岐にわたり、かつ個別的であるため、
事例に基づいて行う応急的・緊急的な「安全指導」にならざるを得なかったという実態があ
った。事件・事故が発生したとき、緊急に各学校で一斉に児童・生徒等に対して注意喚起を
することは、学校における「安全教育」において大変重要である。
　しかし、「安全教育」で身に付ける能力は、「応急的・緊急的な安全指導」だけで身に付く
ものではない。都内全ての児童・生徒等に、自らが危険を予測し、回避する能力や地域社会
の安全に役立とうとする力を身に付けさせるには、都内全ての公立学校が、組織的・計画的
に安全教育の３領域である「生活安全」、「交通安全」、「災害安全」の各領域について特定の
領域に偏ることなく取り組み、バランスよく安全教育を推進することが不可欠である。
　「安全教育プログラム」は、そのための考え方や計画等を示したものである。

（２）「安全教育プログラム」の特徴
　安全教育を実施できる授業時数に限りがある中、都内全ての公立学校が、年間を通じて、
全ての教職員が参画して、安全教育を推進するため、「生活安全」、「交通安全」、「災害安全」の
三つの領域に取り組むことができるよう「安全教育プログラム」は、以下の三つの特徴をもつ。

１　学校における安全教育と安全教育プログラム

「安全教育プログラム」で
①　都内全ての公立学校 ③　全ての教職員が参画
②　年間を通じて

安全教育を推進する。
④　安全教育の３領域をバランスよく

効果的な指導方法
　限りある時間の中で、必ず
指導する基本的事項を確実に
身に付けさせるために安全教
育を行う機会（場・時間）を
示す。

安全学習
（教科等における安全学習）
安全を守る行動をじっくり考え
させ深め、追究させる。

安全指導
（日常的 · 定期的な安全指導）
指導を繰り返し、確実な

定着を図る。

特徴 2

（→ P.16）
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危険を予測し回避する能力と、
他者や社会の安全に貢献できる資質や能力を育てる

安全教育プログラム
第15集

必ず指導する基本的事項
　学校が何を指導しなければ
ならないのかを安全３領域そ
れぞれについて明確に示す。

特徴１

（→ P.10 ～）

P.10 P.12 P.14

理 論 編
４　必ず指導する基本的事項

生活安全　　　　　　　1
区分 目　標 内　容

Ⅰ－１
登下校時
の安全

　登下校時に遭遇
する犯罪や危険に
ついて理解し、安
全に行動できるよ
うにする。

① 友達と一緒に登下校すること。
② 防犯ブザーを鳴らし、点検すること。
③ 登下校時、どこがどのようなときに危険か確認すること。
④ 電車やバスに乗るときは、痴漢・すり等に注意すること。

Ⅰ－２
校内での
安全

　校内で起こる事
故等の危険につい
て理解し、安全に
行動できるように
する。

① 自分の身の回りを整えること。
② 活動するときや遊ぶときのきまりや約束を守ること。
③ 道具や遊具などを大切にし、正しい使い方を知ること。

④ 廊下や階段の歩き方、運動場やプールでの運動の仕方など
施設の安全な使い方について確認すること。

⑤ 学校が定めた「不審者侵入時の緊急放送」を知ること。
⑥ 不審者侵入時にとるべき行動を確認すること。
⑦ 防犯教室の目的を確認し、主体的に参加すること。

Ⅰ－３
家庭生活
での安全

　家庭で起こる事
故等の危険につい
て理解し、安全に
行動できるように
する。

① 家に帰って玄関を開ける前に注意することについて確認すること。
② 留守番をするときの約束を確認すること。

③ エレベーターに乗る前と乗るときの「は ･さ ･ み」の約束を確認
すること。

④ 非常階段や屋上など、人目につきにくい場所の危険について知る
こと。

⑤ 友達の名前や電話番号などを知らない人から聞かれても応じず、
すぐに学校へ連絡すること。

Ⅰ－４
地域や
社会生活
での安全

　地域・社会で起
こる犯罪や危険に
ついて理解し、安
全に行動するとと
もに、安全・安心
なまちづくりを目
指すことができる
ようにする。

① 一人で行ってはいけない場所を確認すること。

② 人通りの少ない道や街路灯の少ない場所など「入りやすく、見え
にくい」場所を確認すること。

③ 「いかのおすし」の約束を確認すること。
④ 「子供 110 番の家」の場所を確認すること。
⑤ 夜間の外出で注意することを確認すること。
⑥ 事件や事故に遭ったら必ず保護者、警察、学校に連絡すること。
⑦ 地域の犯罪防止活動を知り、自分にできることを考え、実行すること。
⑧ 山や海・川に行くときに注意することを確認すること。

Ⅰ－５
スマート
フォン・
携帯電話
等使用時
の安全

　スマートフォン・
携帯電話等を使用
するときの危険、
ＳＮＳに関するト
ラブルやサイバー
犯罪について理解
し、安全に利用で
きるようにする。
〈「ＳＮＳ東京ルール」（平
成 31 年４月改訂版）を参
考に作成〉

① スマホやゲームの一日の合計利用時間、使わない時間帯・場所を
決めること。

② 必ずフィルタリングを付け、パスワードを設定すること。

③ 送信前には、誰が見るか、見た人がどのような気持ちになるか考
えて読み返すこと。

④ 個人情報を教えたり、知らない人と会ったり、自画撮り画像を送
ったりしないこと。

⑤ 写真・動画を許可なく撮影・掲載したり拡散させたりしないこと。
⑥ ながらスマホ・携帯電話の使用は危険なのでやめること。
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交通安全2

区分 目　標 内　容

Ⅱ－１
道路の歩
行と横断
及び交通
機関の利
用

　道路における
様々な危険や交通
法規について理解
し、安全な歩行が
できるようにする。

① 道路における交通法規と安全な歩行の仕方を確認すること。

② 通学路の交通事情や通学方法に応じた安全な通学の仕方を確認する
こと。

③ 交差点を横断する際の危険について知り、安全な歩行の仕方を確
認すること。

④ 青信号で横断歩道を渡る際は、すぐに渡らず左右の安全を確認す
ること。

⑤ 雨や雪の日の安全な歩行の仕方を確認すること。
⑥ 明るい色の服装や反射材の効果を知ること。
⑦ 安全な集団歩行の仕方を確認すること。
⑧ 踏切事故の原因と非常ボタンの取扱いについて知ること。

⑨ 幼児や高齢者、障害のある人に対して、どのような配慮が必要か
考えること。

⑩ 公共交通機関の利用時に想定される危険について考えること。

Ⅱ－２
自転車の
安全な利
用 と 点
検・整備

　自転車の安全な
利用・点検や整備
について理解を深
め、交通法規を守
って安全な乗車が
できるようにする。

① 自転車の安全な利用の仕方を確認すること。
② 雨天時や夜間の安全な走行の仕方を確認すること。

③ 自転車に関する基本的な交通法規を知り、必ず守ること。
「自転車安全利用五則」

④ 自転車の点検と整備をすること。
「ブタベルサハラ」、「ぶたはしゃべる」

⑤ 加害事故の責任と自転車損害賠償保険等への加入の義務や「東京都
自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」について知ること。

⑥ 自転車乗用時のヘルメットの必要性について知ること。

Ⅱ－３
二輪車・
自動車の
特性と心
得

　二輪車・自動車
の特性について理
解し、道路の安全
な歩行や走行がで
きるようにする。

① 車両事故の特徴を知り、安全な歩行や走行の仕方を確認すること。

② ヘルメットやシートベルトの効果を知ること。

③ 自動車の種類による死角と内輪差や、晴れの日と雨や雪の日の二
輪車・自動車の停止距離の違いなどを知ること。

Ⅱ－４
交通事故
防止と安
全な生活

　地域の交通安全
に関する諸機関や
団体が行っている
対策や活動を理解
し、安全な交通社
会を築くために、
積極的に参加でき
るようにする。

① 地域の交通安全活動を知り、参加すること。

② 交通事故が起こったときの通報や対応の仕方を知ること。

③ 応急手当の仕方を確認すること。

④ 自分たちにできる交通安全活動を考え実行すること。

｝
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災害安全3

区分 目　標 内　容

Ⅲ－Ⅰ
火災時の
安全

　火災発生時にお
ける危険な状況を
理解し、適切な行
動ができるように
する。

① 「おかしも」の約束や、避難経路、避難場所を確認すること。
② 火災の原因と危険について知ること。
③ 火災に対する心構えと安全な行動の仕方を確認すること。
④ 初期消火の方法を確認すること。

Ⅲ－２
地震
災害時の
安全

　地震発生時の危
険と適切な対処に
ついて理解し、安
全な行動ができる
ようにする。

① 緊急地震速報の利用の心得を確認すること。
「落ちてこない、倒れてこない、移動してこない」

② 地震発生時の危険について知り、対処の仕方を確認すること。
③ 集団で避難するときの「おかしも」の約束を確認すること。
④ 避難経路、避難場所を確認すること。
⑤ 家庭での地震の備えについて考えること。

Ⅲ－３
火山
災害時の
安全

　火山災害が発生
した場合の危険を
理解し、安全な行
動ができるように
する。

① 安全な避難場所と避難の仕方を確認すること。

② 火山活動による危険を知ること。

Ⅲ－４
気象
災害時の
安全

　風水害、雪害の
危険を理解し、安
全な行動ができる
ようにする。

① 風水害のときの危険を知り、安全な行動の仕方を確認すること。
② 落雷に遭わない安全な行動の仕方を確認すること。
③ 竜巻発生時の危険について知り、安全な行動の仕方を確認すること。
④ 降雪時の安全な登下校の仕方を確認すること。
⑤ 落雪が起こる仕組みや雪害の影響について知ること。
⑥ 特別警報等、気象災害に関する情報について知り、活用すること。

Ⅲ－５
原子力
災害時の
安全

　放射線による事
故の危険について
理解し、安全な行
動ができるように
する。

① 原子力災害による放射線放出と安全対策について知ること。

② 放射線の身体への影響について知ること。

Ⅲ－６
避難所の
役割と
貢献

　災害発生時にお
ける避難所の役割
とそこでの生活を
理解し、自分にで
きることを実行で
きるようにする。

① 避難所の役割を知ること。
② 避難所の生活を知り、自分たちにできることを考えること。
③ 災害ボランティア活動に積極的に参加すること。

④ 避難所となる学校や公的機関は、どのような備えがあるのかを知
ること。

Ⅲ－７
災害への
備えと
安全な
生活

　災害安全に関す
る意識を高めるた
めに、避難訓練・
防災訓練等の意義
を理解し、積極的
に参加できるよう
にする。

① 地域の避難訓練・防災訓練に積極的に参加すること。
② 家庭での連絡方法を家族と相談し、決めること。
③ 家庭での災害に対する備えに積極的に関わること。
④ 応急手当の仕方を確認すること。
⑤ 消防・警察・自治体等の公助の役割を理解すること。
⑥ 消防団や自主防災組織の役割について知ること。

｝地震そのとき10の
ポイント
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年間指導計画
　必ず指導する基本的事項を、
年間を通して組織的・計画的
に指導するための年間指導計
画例を具体的に示す。

特徴 3

（→ P.22 ～）

理 論 編
（４）安全教育の年間指導計画

    ○共通のねらい　・指導内容　　　◆学年に特記したねらい（数字が該当学年）　♥感染症対策

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

全体

○雨の日の過ごし方を知る。
２－①～④
・室内を走らない。
・室内の過ごし方を知る。
・廊下の歩き方を知る。
・傘やレインコートの扱い方を確認
する。
○プール遊びや水遊びの安全な
遊び方を知る。　２－①～④
・安全な遊び方や行動の仕方を知
る。
♥着替えの場を学級ごとに分ける。

○夏の安全で健康な生活の仕方
を知る。　２－①
・水分補給をする。
・衣服の調整の仕方を知る。
○プール遊びや水遊びの約束を
守って遊ぶ。　２－①～④
・安全な遊び方や行動の仕方を
確認する。
♥着替えの場を学級ごとに分け
る。

○安全な園生活の仕方を思い出
し守って過ごす。　２－①～④
・身の回りの整理をする。
・園庭での遊び方を確認する。
･用具、遊具の適切で安全な使い
方を確認する。

○体を十分に動かし、敏捷性や
バランス感覚を養う。　２－①～
③
・多様な動きの経験をする。
○併設する小学校の体育館や校
庭を使うときの約束やマナーなど
を知る。　２－③④
○状況を判断し、安全に遊ぶ。
２－③④
・運動用具を正しく扱う。
・周囲の様子を見ながら安全に
遊ぼうとする。

〇健康で安全な生活の仕方を意
識する。　２－①
♥手洗いやうがいをする必要性を
感じて取り組む。
・自分の身の回りを自分で整えな
がら生活する意識をもつ。

○冬の安全で健康な生活につ
いて知る。　２－①
・上着のチャックを閉める。
♥手洗い、うがいを自分からす
る。
・寒さに負けずに戸外で体を動
かして遊ぶ。
○不審者が侵入した時の避難の
仕方を知る。　２－⑤⑥
・緊急放送の合図を知る。

○安全な遊び方や生活の仕方
について再確認し、守って行動
する。　２－①～④
・遊具を丁寧に扱う。
・用具を安全に正しく使う。
・廊下は走らない。

○寒い日や雪の日の生活の仕
方が分かり、安全に生活する。
２－①④
・気温の低い時は路面が凍結
したり、降雪時は地面が滑りや
すくなったりすることを知る。

○進学、進級することに期待を
もち、自分から安全に生活す
る。２－①
・生活の場を自分たちで整え
る。
◆（５）就学に向けて、安全な生
活の仕方を確認する。
・就学して登下校する際、困っ
たときは地域の人に助けを求め
るとよいことが分かる。
１－③、４－①②④

長期休業
に向けて

○夏休みの安全な過ごし方を知
る。　３－③～⑤、４－①③⑧
・「いかのおすし」の約束やエレ
ベーターの乗り方を知る。
・家庭での安全な過ごし方を知
る。
・水の事故について知る。

○冬休みの安全な過ごし方を知
る。 ３－③～⑤、４－①③
・「いかのおすし」の約束やエレ
ベーターの乗り方を確認する。
・周りから見えにくい場所の危険
について知る。

○春休みの安全な過ごし方を
知る。 ３－③～⑤、４－①③
・「いかのおすし」の約束やエレ
ベーターの乗り方を確認する。
・周りから見えにくい場所の危
険について知る。

全体

○雨の日の正しい歩き方、雨具の
扱い方を知り、安全に行動する。
１－①②⑤
・雨の日の歩き方を知る。
・雨具の扱い方を知る.

○基本的な交通安全のルールを
知り、守って歩く。　１－①～④
・左右の確認をする。
・手を上げて横断歩道を渡る。
・信号の確認をする。
○夏休みに向けて親子で交通安
全の約束を確認する。
１－①③～⑤⑩

○交通安全のルールを守って行
動する。　１－①～④⑦
・安全な登降園の仕方を確認す
る。

○安全な集団歩行や集団行動の
決まりを守って行動する。
１－⑦
・集団歩行の仕方を知る。

○交通安全のルールや集団行動
の約束を守り、安全に行動する。
１－⑦
・横断歩道の渡り方を確認する。
１－③④

○安全に気を付けて正しい姿勢
で歩く。　１－⑤
・前を向いて歩く。
○親子で交通のルールを守っ
て、冬休みを安全に過ごす。
１－①③～⑤
・保護者と手を繋いで歩く。
・飛び出さない。

○寒い日の安全な歩き方が分
かり、気を付ける。　１－⑤
・前を向いて歩く。
・上着のチャックを閉める。

○寒い日や雪の日の登降園の
仕方、歩き方を知る。　１－⑤
・凍って滑りやすくなっているこ
とに注意し、安全に気を付けて
歩く。
◆就学する学校までの通学路
が分かり、自分で安全を意識し
て歩く。　１－①～④

○交通ルールに関心をもち、守
ろうとする。
○新年度に向けて、安全に遊
ぶための約束を確認し、意識を
もって進級、進学ができるように
する。
１－①～④
○交通安全のルールについて
確認し、春休みを安全に過ご
す。
１－①③～⑤
◆（５）交通安全についての心
構えをもち、自分で判断し守っ
て行動する。　１－①～④⑦

園外活動

◆（４・５）園外活動のきまりや行
動の仕方を知る。　１－①⑦⑩
・道路や公共交通手段を利用し
た行動の仕方を知る。
◆（４・５）集団行動のきまりや行
動の仕方を知る。　１－①⑦
・前の人と間をあけずに歩く。集
合の合図を聞いて集まる。
・安全な乗降の仕方や過ごし方
の約束を守る。

○集団行動のきまりやバスの安全
な利用の仕方、公共の場所での過
ごし方を知る。　１－①～③⑦
・バスの安全な乗り方を知る。
・公共施設での安全な過ごし方を
知る。
♥マスクの着用と、乗車する時には
消毒をする。

○園外へ移動するときの安全な歩
き方が分かり、行動する。
１－①③④⑦
・集団で横断歩道を横断する時の
歩き方が分かる。

◆（５）集団での安全な歩き方や
状況に応じた行動の仕方が分か
る。　１－①～④⑦
・交通量の多い場所、工事現場、
駐車場の出入り口に気を付ける。

◆（５）自分で安全を確認する意
識をもつ。　１－①～④⑦
・信号を自分で見る。
・車や人の動きを見る。

◆（４・５）バスの中での安全な過
ごし方やマナーを守って行動す
る。　１－⑩⑦
♥マスクの着用と、乗車する時に
は消毒をする。

○園や家庭の周辺の道路につ
いて危険個所を知り、安全な
歩き方を守って歩く。
１－①～④⑦

○避難訓練時の基本的な行動の
仕方を確認し、行動する。
２－②～④
・防災ヘルメットのかぶり方を知る。
・「おかしも」の約束を守る。
◆（３）避難訓練の意味を知る。
２－②
♥毎月の訓練終了後、防災ヘル
メットを消毒する。

○地震発生時の身の守り方が
分かり、速やかに行動する。
・自分で身を守り、近くの先生の
指示を聞いて行動する。
２－②～④

○火災発生時の身の守り方を確認
し、教師の指示を聞いて行動す
る。１－①～③
・火災を想定し、ハンカチで鼻や
口を覆う。

○水遊び中の身の守り方を知
る。　１－①③
・プールから出て安全な場所に
避難する。
○「南海トラフ地震関連情報」発
信時の行動の仕方を確認し、行
動する。　２－①②⑤
・各保育室で保護者の迎えが来
るまで待機する。
◆（５）自分の家の中の安全な場
所を考える。２－⑤

○緊急地震速報発令時、津波警
報発令時の身の守り方を確認し、
行動する。
２－①～④、４－①⑥
・非常時の合図や放送を静かに聞
く。
・避難場所（４階）に避難する。

○地震、火災発生時の行動の仕
方が分かり、速やかに行動する。
１－①～③、２－②③
・身の安全を優先してすぐに避難
する。
・靴を履き、遊具は置いて避難す
る。

○火災発生時の身の守り方が分
かり、速やかに行動する。
１－①～③
・近くの先生の指示を聞いて行動
する。

○地震発生時の身の守り方が分
かり、速やかに行動する。
・自分で身を守り、近くの先生の
指示を聞いて行動する。
２－②～④

○予告なしの状況で教師の指
示や放送を聞いて行動する。
○二次避難の方法を知る。
１－①～③

○教師の指示や放送を聞いて
行動する。　２－①～④
○預かり保育担当の先生など
の指示や放送を聞いて行動す
る。
１－①～③、２－①～④

○地震・火災発生時に自分の
身を自分で守る大切さが分か
り、考えて行動する。
１－①～③、２－①～④

想定

地震（集合時） 地震（集合時） 火災（集合時） 火災（プールでの水遊び）
地震（集合時、引き渡し）

地震・津波（集合時） 地震・火災・停電（好きな遊び）
Ｊアラート

火災（学級ごとに異なる場所での
一斉活動）

地震（好きな遊び） 火災（好きな遊び） 地震（弁当）
地震・火災
（園庭開放、預かり保育、管理
職不在時）

地震・火災（好きな遊び）

予告
あり あり あり あり あり あり

あり
あり なし なし あり

あり
なし

○園舎内外の施設・遊具・用具の
安全点検（毎月）
○緊急事態発生時の連絡や対応
の仕方の共通理解
○非常設備点検
○安全教育プログラムを用いた安
全教育の共通理解
○園外保育、遠足の実地踏査

○遠足の実地踏査
○救急救命講習（ＡＥＤ取扱訓
練）
○公共の場を安全に利用する
ための指導の共通理解

○プールの水質管理
○水遊びの遊具、用具、場の設定
の安全点検
○雨天時の園舎内外安全点検
○バスを使用する際の事前指導・
実地指導の共通理解
○公共の場を安全に利用するため
の指導の確認

○新学期前の園舎内外の安全
点検、遊具・用具の安全点検（８
月）
○遠足の実地踏査（８月）
○学校安全教室指導者講習

○暴風雨に向けての対応、点検
○遠足の実地踏査

○バスを使用する際の事前指
導・実地指導の確認
○公共の場を安全に利用するた
めの指導の確認

○公共の場を安全に利用するた
めの指導の確認
○感染症への対応確認
○これまでの避難訓練の評価と
改善

○暖房器具の点検
○室内の換気、温度、湿度の調
整
○園外活動の実地踏査
○不審者侵入時の対応訓練
（ネットランチャー、学校１１０番）

○降雪時の対応確認
○バスを安全に利用するための
事前指導・実地指導の確認
○公共の場を安全に利用する
ための指導の確認
○消防署と連携し、消火訓練の
実施

○寒い時期に安全に生活でき
る環境設定
○警察と連携し、歩道及び横
断歩道の歩行訓練の実施
○管理職不在時の対応訓練

○年度末の反省と次年度計画

○登降園時の安全指導（保護者
会）
○緊急情報メールの登録の啓発と
配信訓練
○春の全国交通安全運動の啓発
○自転車通園の約束確認

○親子で実地歩行訓練（４・５歳
児親子散歩）

○夏季休業中の安全指導（保護
者会・資料配付）
♥学年別、短時間での実施。席
の間隔を空けることで密を防ぐ
○地域と連携した夏まつりの見
守りと安全対策

○災害時引き渡し訓練
○災害備蓄品に関する情報共有
○家庭での災害時による備えの
啓発活動
○秋の全国交通安全運動の啓発

○地域防災訓練参加の啓発
○親子で実地歩行訓練（３歳児
親子散歩）

○冬季休業中の安全指導（保護
者会・資料配付）
♥学年別、短時間での実施。席
の間隔を空けることで密を防ぐ

○不審者に対する親子安全講
習会の実施（５歳児保護者）
○就学先の通学路の安全確認
の啓発（５歳児保護者）

○就学先の通学路の安全確認
の啓発（５歳児保護者）
○春季休業中の安全指導（保
護者会・資料配付）
♥学年別、短時間での実施。席
の間隔を空けることで密を防ぐ

Ⅱ
　
交
通
安
全

Ⅲ
 

災
害
安
全

教職員の研修等

 保護者や地域と
の連携

Ⅰ
　
生
活
安
全

〇安全な登降園の仕方を知る。　１－①③
〇安全な生活のきまりを知る。　２－②～④
・園内の遊具、用具、施設等の安全な使い方を確認する。
・行ってはいけない場所の確認をする。
○安全な遊具や用具の使い方を知る。　２－③
・保育室の遊具や用具の安全な扱い方を知る。
◆（５）新しい環境の安全な過ごし方を知る。　２－②～④
・大型積木、巧技台など大型遊具の安全な扱い方を知る。
○健康で安全な生活の仕方を知る。　２－①②
♥手洗いうがいを丁寧にする。
♥マスクの必要性が分かる。

○安全な登降園の仕方を知る。　１－①
・保護者と手をつないで歩く。
・通園経路の中の危険箇所を知る。
◆（４・５）安全な登降園をする。　１－①
○道路の正しい歩き方、信号の見方を知る。　１－③④
・安全な歩き方を知る。
 

※番号の意味は、Ｐ.９を参照

園生活の過ごし方や必要なきまりが分かる時期 園生活に慣れ、自分たちで行動しようとする中できまりを守る必要性を感じる時期 行動範囲や経験が広がり、様々な場面で状況に応じた行動を知っていく時期 活動に見通しをもち、自分から気付いたり考えたりしながら行動をするようになる時期発達の見通し
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８　安全教育の計画例（幼稚園）

    ○共通のねらい　・指導内容　　　◆学年に特記したねらい（数字が該当学年）　♥感染症対策

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

全体

○雨の日の過ごし方を知る。
２－①～④
・室内を走らない。
・室内の過ごし方を知る。
・廊下の歩き方を知る。
・傘やレインコートの扱い方を確認
する。
○プール遊びや水遊びの安全な
遊び方を知る。　２－①～④
・安全な遊び方や行動の仕方を知
る。
♥着替えの場を学級ごとに分ける。

○夏の安全で健康な生活の仕方
を知る。　２－①
・水分補給をする。
・衣服の調整の仕方を知る。
○プール遊びや水遊びの約束を
守って遊ぶ。　２－①～④
・安全な遊び方や行動の仕方を
確認する。
♥着替えの場を学級ごとに分け
る。

○安全な園生活の仕方を思い出
し守って過ごす。　２－①～④
・身の回りの整理をする。
・園庭での遊び方を確認する。
･用具、遊具の適切で安全な使い
方を確認する。

○体を十分に動かし、敏捷性や
バランス感覚を養う。　２－①～
③
・多様な動きの経験をする。
○併設する小学校の体育館や校
庭を使うときの約束やマナーなど
を知る。　２－③④
○状況を判断し、安全に遊ぶ。
２－③④
・運動用具を正しく扱う。
・周囲の様子を見ながら安全に
遊ぼうとする。

〇健康で安全な生活の仕方を意
識する。　２－①
♥手洗いやうがいをする必要性を
感じて取り組む。
・自分の身の回りを自分で整えな
がら生活する意識をもつ。

○冬の安全で健康な生活につ
いて知る。　２－①
・上着のチャックを閉める。
♥手洗い、うがいを自分からす
る。
・寒さに負けずに戸外で体を動
かして遊ぶ。
○不審者が侵入した時の避難の
仕方を知る。　２－⑤⑥
・緊急放送の合図を知る。

○安全な遊び方や生活の仕方
について再確認し、守って行動
する。　２－①～④
・遊具を丁寧に扱う。
・用具を安全に正しく使う。
・廊下は走らない。

○寒い日や雪の日の生活の仕
方が分かり、安全に生活する。
２－①④
・気温の低い時は路面が凍結
したり、降雪時は地面が滑りや
すくなったりすることを知る。

○進学、進級することに期待を
もち、自分から安全に生活す
る。２－①
・生活の場を自分たちで整え
る。
◆（５）就学に向けて、安全な生
活の仕方を確認する。
・就学して登下校する際、困っ
たときは地域の人に助けを求め
るとよいことが分かる。
１－③、４－①②④

長期休業
に向けて

○夏休みの安全な過ごし方を知
る。　３－③～⑤、４－①③⑧
・「いかのおすし」の約束やエレ
ベーターの乗り方を知る。
・家庭での安全な過ごし方を知
る。
・水の事故について知る。

○冬休みの安全な過ごし方を知
る。 ３－③～⑤、４－①③
・「いかのおすし」の約束やエレ
ベーターの乗り方を確認する。
・周りから見えにくい場所の危険
について知る。

○春休みの安全な過ごし方を
知る。 ３－③～⑤、４－①③
・「いかのおすし」の約束やエレ
ベーターの乗り方を確認する。
・周りから見えにくい場所の危
険について知る。

全体

○雨の日の正しい歩き方、雨具の
扱い方を知り、安全に行動する。
１－①②⑤
・雨の日の歩き方を知る。
・雨具の扱い方を知る.

○基本的な交通安全のルールを
知り、守って歩く。　１－①～④
・左右の確認をする。
・手を上げて横断歩道を渡る。
・信号の確認をする。
○夏休みに向けて親子で交通安
全の約束を確認する。
１－①③～⑤⑩

○交通安全のルールを守って行
動する。　１－①～④⑦
・安全な登降園の仕方を確認す
る。

○安全な集団歩行や集団行動の
決まりを守って行動する。
１－⑦
・集団歩行の仕方を知る。

○交通安全のルールや集団行動
の約束を守り、安全に行動する。
１－⑦
・横断歩道の渡り方を確認する。
１－③④

○安全に気を付けて正しい姿勢
で歩く。　１－⑤
・前を向いて歩く。
○親子で交通のルールを守っ
て、冬休みを安全に過ごす。
１－①③～⑤
・保護者と手を繋いで歩く。
・飛び出さない。

○寒い日の安全な歩き方が分
かり、気を付ける。　１－⑤
・前を向いて歩く。
・上着のチャックを閉める。

○寒い日や雪の日の登降園の
仕方、歩き方を知る。　１－⑤
・凍って滑りやすくなっているこ
とに注意し、安全に気を付けて
歩く。
◆就学する学校までの通学路
が分かり、自分で安全を意識し
て歩く。　１－①～④

○交通ルールに関心をもち、守
ろうとする。
○新年度に向けて、安全に遊
ぶための約束を確認し、意識を
もって進級、進学ができるように
する。
１－①～④
○交通安全のルールについて
確認し、春休みを安全に過ご
す。
１－①③～⑤
◆（５）交通安全についての心
構えをもち、自分で判断し守っ
て行動する。　１－①～④⑦

園外活動

◆（４・５）園外活動のきまりや行
動の仕方を知る。　１－①⑦⑩
・道路や公共交通手段を利用し
た行動の仕方を知る。
◆（４・５）集団行動のきまりや行
動の仕方を知る。　１－①⑦
・前の人と間をあけずに歩く。集
合の合図を聞いて集まる。
・安全な乗降の仕方や過ごし方
の約束を守る。

○集団行動のきまりやバスの安全
な利用の仕方、公共の場所での過
ごし方を知る。　１－①～③⑦
・バスの安全な乗り方を知る。
・公共施設での安全な過ごし方を
知る。
♥マスクの着用と、乗車する時には
消毒をする。

○園外へ移動するときの安全な歩
き方が分かり、行動する。
１－①③④⑦
・集団で横断歩道を横断する時の
歩き方が分かる。

◆（５）集団での安全な歩き方や
状況に応じた行動の仕方が分か
る。　１－①～④⑦
・交通量の多い場所、工事現場、
駐車場の出入り口に気を付ける。

◆（５）自分で安全を確認する意
識をもつ。　１－①～④⑦
・信号を自分で見る。
・車や人の動きを見る。

◆（４・５）バスの中での安全な過
ごし方やマナーを守って行動す
る。　１－⑩⑦
♥マスクの着用と、乗車する時に
は消毒をする。

○園や家庭の周辺の道路につ
いて危険個所を知り、安全な
歩き方を守って歩く。
１－①～④⑦

○避難訓練時の基本的な行動の
仕方を確認し、行動する。
２－②～④
・防災ヘルメットのかぶり方を知る。
・「おかしも」の約束を守る。
◆（３）避難訓練の意味を知る。
２－②
♥毎月の訓練終了後、防災ヘル
メットを消毒する。

○地震発生時の身の守り方が
分かり、速やかに行動する。
・自分で身を守り、近くの先生の
指示を聞いて行動する。
２－②～④

○火災発生時の身の守り方を確認
し、教師の指示を聞いて行動す
る。１－①～③
・火災を想定し、ハンカチで鼻や
口を覆う。

○水遊び中の身の守り方を知
る。　１－①③
・プールから出て安全な場所に
避難する。
○「南海トラフ地震関連情報」発
信時の行動の仕方を確認し、行
動する。　２－①②⑤
・各保育室で保護者の迎えが来
るまで待機する。
◆（５）自分の家の中の安全な場
所を考える。２－⑤

○緊急地震速報発令時、津波警
報発令時の身の守り方を確認し、
行動する。
２－①～④、４－①⑥
・非常時の合図や放送を静かに聞
く。
・避難場所（４階）に避難する。

○地震、火災発生時の行動の仕
方が分かり、速やかに行動する。
１－①～③、２－②③
・身の安全を優先してすぐに避難
する。
・靴を履き、遊具は置いて避難す
る。

○火災発生時の身の守り方が分
かり、速やかに行動する。
１－①～③
・近くの先生の指示を聞いて行動
する。

○地震発生時の身の守り方が分
かり、速やかに行動する。
・自分で身を守り、近くの先生の
指示を聞いて行動する。
２－②～④

○予告なしの状況で教師の指
示や放送を聞いて行動する。
○二次避難の方法を知る。
１－①～③

○教師の指示や放送を聞いて
行動する。　２－①～④
○預かり保育担当の先生など
の指示や放送を聞いて行動す
る。
１－①～③、２－①～④

○地震・火災発生時に自分の
身を自分で守る大切さが分か
り、考えて行動する。
１－①～③、２－①～④

想定

地震（集合時） 地震（集合時） 火災（集合時） 火災（プールでの水遊び）
地震（集合時、引き渡し）

地震・津波（集合時） 地震・火災・停電（好きな遊び）
Ｊアラート

火災（学級ごとに異なる場所での
一斉活動）

地震（好きな遊び） 火災（好きな遊び） 地震（弁当）
地震・火災
（園庭開放、預かり保育、管理
職不在時）

地震・火災（好きな遊び）

予告
あり あり あり あり あり あり

あり
あり なし なし あり

あり
なし

○園舎内外の施設・遊具・用具の
安全点検（毎月）
○緊急事態発生時の連絡や対応
の仕方の共通理解
○非常設備点検
○安全教育プログラムを用いた安
全教育の共通理解
○園外保育、遠足の実地踏査

○遠足の実地踏査
○救急救命講習（ＡＥＤ取扱訓
練）
○公共の場を安全に利用する
ための指導の共通理解

○プールの水質管理
○水遊びの遊具、用具、場の設定
の安全点検
○雨天時の園舎内外安全点検
○バスを使用する際の事前指導・
実地指導の共通理解
○公共の場を安全に利用するため
の指導の確認

○新学期前の園舎内外の安全
点検、遊具・用具の安全点検（８
月）
○遠足の実地踏査（８月）
○学校安全教室指導者講習

○暴風雨に向けての対応、点検
○遠足の実地踏査

○バスを使用する際の事前指
導・実地指導の確認
○公共の場を安全に利用するた
めの指導の確認

○公共の場を安全に利用するた
めの指導の確認
○感染症への対応確認
○これまでの避難訓練の評価と
改善

○暖房器具の点検
○室内の換気、温度、湿度の調
整
○園外活動の実地踏査
○不審者侵入時の対応訓練
（ネットランチャー、学校１１０番）

○降雪時の対応確認
○バスを安全に利用するための
事前指導・実地指導の確認
○公共の場を安全に利用する
ための指導の確認
○消防署と連携し、消火訓練の
実施

○寒い時期に安全に生活でき
る環境設定
○警察と連携し、歩道及び横
断歩道の歩行訓練の実施
○管理職不在時の対応訓練

○年度末の反省と次年度計画

○登降園時の安全指導（保護者
会）
○緊急情報メールの登録の啓発と
配信訓練
○春の全国交通安全運動の啓発
○自転車通園の約束確認

○親子で実地歩行訓練（４・５歳
児親子散歩）

○夏季休業中の安全指導（保護
者会・資料配付）
♥学年別、短時間での実施。席
の間隔を空けることで密を防ぐ
○地域と連携した夏まつりの見
守りと安全対策

○災害時引き渡し訓練
○災害備蓄品に関する情報共有
○家庭での災害時による備えの
啓発活動
○秋の全国交通安全運動の啓発

○地域防災訓練参加の啓発
○親子で実地歩行訓練（３歳児
親子散歩）

○冬季休業中の安全指導（保護
者会・資料配付）
♥学年別、短時間での実施。席
の間隔を空けることで密を防ぐ

○不審者に対する親子安全講
習会の実施（５歳児保護者）
○就学先の通学路の安全確認
の啓発（５歳児保護者）

○就学先の通学路の安全確認
の啓発（５歳児保護者）
○春季休業中の安全指導（保
護者会・資料配付）
♥学年別、短時間での実施。席
の間隔を空けることで密を防ぐ

Ⅱ
　
交
通
安
全

Ⅲ
 

災
害
安
全

教職員の研修等

 保護者や地域と
の連携

Ⅰ
　
生
活
安
全

〇安全な登降園の仕方を知る。　１－①③
〇安全な生活のきまりを知る。　２－②～④
・園内の遊具、用具、施設等の安全な使い方を確認する。
・行ってはいけない場所の確認をする。
○安全な遊具や用具の使い方を知る。　２－③
・保育室の遊具や用具の安全な扱い方を知る。
◆（５）新しい環境の安全な過ごし方を知る。　２－②～④
・大型積木、巧技台など大型遊具の安全な扱い方を知る。
○健康で安全な生活の仕方を知る。　２－①②
♥手洗いうがいを丁寧にする。
♥マスクの必要性が分かる。

○安全な登降園の仕方を知る。　１－①
・保護者と手をつないで歩く。
・通園経路の中の危険箇所を知る。
◆（４・５）安全な登降園をする。　１－①
○道路の正しい歩き方、信号の見方を知る。　１－③④
・安全な歩き方を知る。
 

※番号の意味は、Ｐ.９を参照

園生活の過ごし方や必要なきまりが分かる時期 園生活に慣れ、自分たちで行動しようとする中できまりを守る必要性を感じる時期 行動範囲や経験が広がり、様々な場面で状況に応じた行動を知っていく時期 活動に見通しをもち、自分から気付いたり考えたりしながら行動をするようになる時期発達の見通し
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